
　

今
泉
賽
の
河
原
霊
地
で
、
６
月
23

日
㈫
に
祖
先
と
仏
の
霊
を
供
養
す
る

「
今
泉
賽
の
河
原
例
大
祭
」
が
、
地

域
の
住
民
や
関
係
者
が
多
数
訪
れ
て
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
今
泉
賽
の
河
原
例
大
祭
」

は
、
興
国
元
年（
１
３
４
０
年
）に
起

こ
っ
た
大
津
波
と
、
応
永
28
年（
１

４
２
１
年
）に
起
こ
っ
た
動
乱
に
よ

っ
て
、
今
泉
地
区
の
多
数
の
人
々
が

犠
牲
に
な
っ
た
た
め
、
残
る
人
々
が

地
蔵
尊
堂
を
建
て
、
亡
く
な
っ
た
御

霊
を
供
養
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

例
大
祭
当
日
は
曇
り
空
で
、
時
折

強
風
が
吹
き
付
け
る
天
候
で
し
た
が
、

薄
市
小
学
校
の
華
や
か
な
鼓
笛
隊
演

奏
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
供
養
祭
と

イ
タ
コ
の
口
寄
せ
、登
山
囃
子
・「
源

組
」
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
・
中
里
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
披
露
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
夜
は
、
鎌
田
幸
男
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
生
演
奏
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
と
い
っ
た
多
彩
な
行
事
が
、

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
住
民
か
ら
は
、「
元
気

が
あ
る
よ
さ
こ
い
で
よ
か
っ
た
。」

「
吹
奏
楽
部
の
演
奏
は
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
あ
り
、
昨
年
よ
り
よ
か
っ

た
。」「
吹
奏
楽
部
が
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
る
よ
う
な
の
で
、
金
賞
目
指
し
て

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。」
な
ど
、
先

祖
の
方
々
も
喜
ぶ
楽
し
い
１
日
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

　

６
月
23
日
㈫
、
役
場
青
年
研
修
所

で
「
振
り
込
め
詐
欺
」
撲
滅
の
決
意

表
明
と
特
別
広
報
委
員
の
委
嘱
状
交

付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
と
五
所
川
原
警
察
署
長
に
よ

る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
撲
滅
に
向
け

た
決
意
が
表
明
さ
れ
、
そ
の
後
、「
振

り
込
め
詐
欺
撲
滅
特
別
広
報
委
員
」

に
委
嘱
さ
れ
る
木
村
巌
さ
ん（
金
多

豆
蔵
人
形
劇
３
代
目
人
形
師
）に
委

　

金
木
高
校
の
２
年
生
が
、
将
来
の

進
路
や
職
業
を
選
ぶ
と
き
に
役
立
つ

よ
う
、
町
内
の
お
店
や
施
設
で
仕
事

を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事

業
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
呼

ば
れ
、
県
内
の
高
校
で
広
く
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
博
物
館
で
は
３
人
の

男
子
生
徒（
木
村
亘
さ
ん
、
齋
藤
一

也
さ
ん
、
野
上
智
弥
さ
ん
）が
博
物

館
の
様
々
な
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

３
人
は
拓
本
を
取
る
作
業
を
体
験

し
ま
し
た
が
、「
細
か
い
作
業
で
難

し
い
。」（
木
村
さ
ん
）、「
博
物
館
の

裏
は
意
外
に
広
い
。」（
齋
藤
さ
ん
）、

「
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
こ
ん
な

業
務
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。」（
野

上
さ
ん
）な
ど
、
様
々
な
感
想
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
振
り
込
め
詐
欺
は
巧
妙
化

し
、
平
成
20
年
度
の
被
害
額
は
全
国

で
約
２
７
６
億
円
、
青
森
県
で
も
約

１
億
５
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

五
所
川
原
警
察
署
管
内
で
も
約
８
６

０
万
円
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
広
報
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
木

村
さ
ん
は
、「
公
演
に
こ
の
問
題
を

取
り
入
れ
た
り
し
て
、
振
り
込
め
詐

欺
撲
滅
の
た
め
に
役
立
て
た
い
。」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
小
泊
地
域
の
白
岩
隆
逸
さ

ん（
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
）も
、

特
別
広
報
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
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6
月
15
日
〜
19
日
の
4
日
間
、
町

で
は
国
家
公
務
員
の
研
修
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
た
の
は
、
松
田
照
功
さ

ん（
警
察
庁
）、
津
田
理
絵
さ
ん（
財

務
省
）、
永
野
正
千
さ
ん（
国
土
交
通

省
）の
3
人
で
、
役
場
の
業
務
や
地

元
農
家
で
の
農
業
体
験
、
海
岸
に
漂

着
し
た
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

研
修
を
終
え
た
3
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、

「
合
併
後
も
歳
入
確
保
が
難
し
い
現

状
が
よ
く
わ
か
っ
た
。」（
松
田
さ
ん
）、

「
国
が
持
っ
て
い
る
地
方
の
イ
メ
ー

ジ
と
実
態
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
、

現
場
を
知
っ
た
上
で
の
政
策
が
必

要
。」（
津
田
さ
ん
）、「
中
泊
町
の
人
々

が
明
る
く
温
か
い
こ
と
は
、
将
来
こ

の
地
域
が
伸
び
て
い
く
た
め
に
大
切

な
こ
と
だ
と
思
う
。」（
永
野
さ
ん
）と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

3
人
に
は
、
こ
れ
か
ら
国
を
担
う

人
材
と
し
て
、
よ
り
よ
い
日
本
に
な

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

６
月
20
日
㈯
、
津
軽
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
百
沢
コ
ー
ス
で
、
5
回
目
と

な
る
中
泊
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
99
名
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
か

ら
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
は
、
次

の
5
団
体
に
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
21
日
㈰
、
中
央
公
民
館
で
つ

が
る
北
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
主

催
し
た
「
環
境
問
題
標
語
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
の
意
識
の
高
ま
り
も
あ
っ
て

か
、
よ
り
具
体
的
な
標
語
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
、
地
球
環
境
に
対
す
る

問
題
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
標
語
で
し

た
。

　

こ
の
標
語
を
肝
に
銘
じ
て
、
私
た

ち
大
人
も
実
践
し
た
い
も
の
で
す
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。（
ロ
ー
タ
リ
ー
賞
以
外
は
、
町

内
の
受
賞
者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

敬
称
略
）

ロ
ー
タ
リ
ー
賞

　

市
浦
小
6
年　

三
上　

華
奈

「
守
ろ
う
よ　

地
球
は
み
ん
な
の　

お
母
さ
ん
」

中
泊
町
町
長
賞

　

小
泊
中
2
年　

山
田　

瑠
唯

「
守
ろ
う
よ　

森
は
み
ん
な
を

　

助
け
て
る
」

中
泊
町
教
育
長
賞

　

中
里
中
2
年　

佐
野　

雅
也

「
や
め
ま
し
ょ
う　

ポ
イ
す
て

　

わ
ら
焼
き　

む
だ
使
い
」

優
秀
賞

　

中
里
小
6
年　

小
野　

千
慧

　

武
田
小
6
年　

石
沢　

千
帆

　

薄
市
小
6
年　

小
山
内
実
来

　

小
泊
小
6
年　

鍋
田
野
々
香

優
良
賞

　

中
里
小
6
年　

小
野　

晴
加

　
　

〃　

5
年　

米
塚　

結
衣

　

武
田
小
6
年　

新
岡　

大
知

　
　

〃　

5
年　

秋
谷　

菜
々

　

薄
市
小
6
年　

今　
　

健
瑠

　
　

〃　

5
年　

佐
々
木
大
空

　

小
泊
小
6
年　

柏
崎　
　

翔

・
中
泊
町
陸
上
競
技
協
会

・
中
泊
町
相
撲
協
会

・
中
泊
町
中
里
柔
道
会

・ 

新
岡
精
弥
杯
争
奪
剣
道
大
会
実
行

委
員
会

・
中
泊
町
卓
球
協
会

　
　

〃　

5
年　

越
野　

隆
弥

　

中
里
中
3
年　

葛
西　

美
誠

　
　

〃　

2
年　

長
谷
川
久
美
子

　
　

〃　

1
年　

菅
原　

翔
真

　

小
泊
中
3
年　

秋
田　

真
悠

　
　

〃　

2
年　

古
川
あ
す
か

　
　

〃　

1
年　

佐
藤　

優
成

　

中
泊
町
と
町
人
権
擁
護
委
員
が
、

町
内
小
・
中
学
校
に
花
の
苗
な
ど
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
学
校
を
代
表
し
て
6
月

8
日
㈪
に
小
泊
小
学
校
で
、
花
の
苗

の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
の
後
、
児
童
た
ち
が
プ
ラ

ン
タ
ー
に
ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
ベ
コ
ニ
ア

な
ど
の
花
の
苗
を
移
植
し
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
が

国
家
公
務
員
が

町
で
業
務
体
験

町
で
業
務
体
験

““

〞〞
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６
月
13
日
㈯
に
、
お
い
ら
せ
町
い

ち
ょ
う
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
か

れ
た
青
森
県
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
で
、
中
泊
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
所
属
の
、
田
中
大
夢（
中
里
小
５

年
）と
岩
田
大
地（
中
里
小
５
年
）の

ペ
ア
が
、
見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。

　

2
人
は
、
８
月
６
日
〜
９
日
に
、

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
長
良
川

テ
ニ
ス
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
る
全
国
小

学
生
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
青
森
県
代
表
と
し
て
活
躍

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
中
泊
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
木
・
土
の
午
後
７
時
か

ら
９
時
ま
で
体
育
セ
ン
タ
ー
で
練
習
し

て
い
ま
す
の
で
、
見
学
に
来
て
く
だ
さ

い
。
ラ
ケ
ッ
ト
は
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

卓
球
で
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し

た
中
里
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
６
月
２

日
㈫
町
長
室
を
訪
れ
、
全
国
大
会
への

出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。
村
上
莉
羽

さ
ん
、
福
士
鈴
奈
さ
ん
、
工
藤
彩
さ

ん
の
３
名
が
、
神
戸
で
行
わ
れ
る
全
日

本
卓
球
選
手
権
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

役
場
を
訪
れ
た
村
上
さ
ん
と
福
士

さ
ん
は
、
以
前
に
も
全
国
大
会
に
出

場
し
て
お
り
、
村
上
さ
ん
は
今
回
で

５
回
目
、
福
士
さ
ん
は
４
回
目
と
い

う
全
国
大
会
出
場
の
常
連
で
す
。

　

２
人
は
全
国
大
会
に
向
け
、「
全
国

大
会
が
楽
し
み
。
大
会
を
頑
張
り
た

い
。」
と
話
し
、
目
標
は「
全
国
大
会

優
勝
！
」（
村
上
さ
ん
）、「
今
年
最
後

な
の
で
、
ベ
ス
ト
８
が
目
標
。」（
福
士

さ
ん
）と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

慰
問

●「
中
里
幼
稚
園
」
代
表
・
吉
田　

厳

　

 

子
供
赤
十
字
登
録
に
ち
な
ん
で
、

園
児
達
が
花
束
を
持
っ
て
来
園
。

又
、
ピ
ア
ニ
カ
演
奏
も
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

●「
中
里
小
学
校
」
校
長
・
高
橋
裕
幸

　

 

運
動
会
に
ち
な
ん
で
伝
承
部
の
児

童
が
来
園
。
宮
川
獅
子
舞
、
登
山

囃
子
等
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

● 「
山
百
合
会
」
会
長
・
粕
谷
ミ
キ

ヱ（
つ
が
る
市
）

　

 

会
員
10
名
来
園
。
14
回
目
の
慰
問

で
、
創
作
舞
踊
等
を
１
時
間
に
わ

た
り
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●「
中
泊
町
老
連
中
里
支
部
女
性
部
」

　

代
表
・
宮
越
リ
シ
イ

　
 

会
員
10
名
来
園
。
花
壇
へ
花
苗
移

植
作
業
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

寄
贈

●
竹
内
恭
一（
中
泊
町
）…
…
花
の
苗

　

老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か
ら
受
給

す
る
の
が
基
本
で
す
が
、
ご
本
人
が

希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
で
も
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
受

給
す
る
年
金
額
は
、
65
歳
か
ら
受
給

す
る
年
金
額
に
比
べ
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
率
は
、
繰
上
げ
請
求
を
す
る
月

に
よ
っ
て
異
な
り
、
1
か
月
早
く
請

求
す
る
毎
に
0
・
5
％
ず
つ
減
額
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
減

額
さ
れ
た
年
金
額
は
一
生
続
き
ま
す

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◆ （
例
1
）60
歳
0
か
月
で
繰
上
げ
請

求
し
た
場
合

　

 

60
か
月（
5
年
×
12
か
月
）繰
上
げ

請
求
す
る
た
め
、
30
％（
60
ケ
月

×
0
・
5
％
）減
額
さ
れ
ま
す
。

◆ （
例
2
）64
歳
9
か
月
で
繰
上
げ
請

求
し
た
場
合

　

 

３
か
月
繰
上
げ
請
求
す
る
た
め
、

1
・
5
％（
3
か
月
×
0
・
5
％
）減

額
さ
れ
ま
す
。

【
そ
の
他
の
主
な
注
意
事
項
】

⑴ 　

繰
上
げ
請
求
し
た
後
に
請
求
の

取
消
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑵ 　

寡
婦
年
金
の
受
給
権
者
が
老
齢

基
礎
年
金
を
繰
上
げ
請
求
す
る
と

寡
婦
年
金
の
受
給
権
は
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を

繰
上
げ
受
給
し
て
い
る
人
は
、
寡

婦
年
金
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑶ 　

繰
上
げ
請
求
後
に
初
診
日
が
あ

る
場
合
や
、
障
害
の
程
度
が
重
く

な
り
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

る
障
害
の
程
度
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
障
害
基
礎
年
金
は
受
給
で
き

ま
せ
ん
。

⑷ 　

65
歳
前
に
遺
族
年
金
の
受
給
権

が
発
生
し
た
場
合
、
老
齢
基
礎
年

金
と
遺
族
年
金
の
ど
ち
ら
か
を
選

択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
く

の
場
合
は
、
遺
族
年
金
を
選
ん
だ

方
が
有
利
で
あ
る
た
め
、
65
歳
ま

で
減
額
さ
れ
た
老
齢
基
礎
年
金
が

支
給
停
止
と
な
り
、
支
給
停
止
が

解
除
と
な
っ
た
後
も
減
額
さ
れ
た

金
額
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

⑸ 　

繰
上
げ
請
求
後
は
、
国
民
年
金

の
任
意
加
入
被
保
険
者
に
な
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求
は
慎

重
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

※ 

昭
和
16
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
を
対
象
と
し
た
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。

田
中
・
岩
田
組
が

田
中
・
岩
田
組
が

青
森
県
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ

青
森
県
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
選
手
権
優
勝

ト
テ
ニ
ス
選
手
権
優
勝
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